
第７回学童保育指導員労働問題基礎講座

【テーマ】「放課後子どもプラン問題」を契機に、

改めて学童保育の役割、指導員の仕事の専門性を考える

子どもの最善の利益を考え仕事に励む指導員が安心して働き続けられることは、学童保

育全体にとっての利益です。私たちは、指導員がよりよい職場環境・条件をつくる上で必

要と思われることをテーマにこの講座を設けてきました。

政府は今年５月、学童保育＝「放課後児童健全育成事業」と文部科学省の事業「地域子

ども教室事業」（新・放課後子ども教室推進事業）」を「一体的あるいは連携して実施す

る『放課後子どもプラン』を創設する」ことを打ち出しました。「一体的」となると、川

崎市や東京都品川区のように学童保育が廃止され「全児童対策事業」に「統合」「一元

化」されるということも考えられます。また、この「プラン」の人的資源は退職教員やボ

ランティアでよいという考え方も見られます。専任・常勤の学童保育指導員の位置づけは

どう評価されているのか？という疑問も起こります。

今回の「放課後子どもプラン問題」をきっかけとして、改めて学童保育と指導員の課題

を考えたいと思います。

□日時 11月22日（水）
９：20開場 ９:40～11:40

□会場 さいたま市産業文化センター
□内容 ①主催者から今回のテーマ解説

②講義 志村伸之氏
（埼玉県学童保育連絡協議会副会長

・全国学童保育連絡協議会事務局）

□参加費 県連協・指連協会員は無料、非会員は300円

主 催 埼 玉 県 学 童 保 育 連 絡 協 議 会 ・ 同 指 導 員 連 絡 協 議 会
〒330-0854 さいたま市大宮区桜木町４－１００５

TEL 048-644-1571 FAX 048-644-1572 e-mail：gakudoust@yahoo.co.jp

＊ 今回の講座の趣旨 ＊

１．政府は、来年度から市町村に対して「放課後に子どもたちの安全で健やかな居場所づ

くりを推進するため…全小学校区において、文部科学省「放課後子ども教室推進事業」と

厚生労働省「放課後児童健全育成事業」を一体的あるいは連携して実施する総合的な放課

後対策事業（放課後子どもプラン）」を策定することを求めています。

「放課後に子どもたちの安全で健やかな居場所」をつくることには異論はありませんが、

学童保育と「放課後子ども教室推進事業」や「全児童対策事業」との「一体的…実施」→

「一体化」ということになると話が違います。奇しくも複数のマスコミが「２つの事業を

一体的に実施する」ことに力点を置いた報道をしたことが、政府の中に「一体化」を進め

たい強い考えのあることを裏付けました。

２．働く女性の増大や地域の子育て環境の悪化などを背景に学童保育に対する需要が急増

しており、片や大規模化、片や待機児童増という問題を生んでおり、学童保育の整備が大

きな課題となってはいます。今回の「プラン」がこの解決のために、学校余裕教室を積極

的に活用するというのであれば大いに賛成できますが、「放課後子ども教室推進事業」や

「全児童対策事業」と「一体的…実施」→「一体化」するということについては、“やめ

ていただきたい！”と言わざるを得ません。先行した悪例として、川崎市や東京都品川区

等があり、それらの市区では、「全児童対策事業」に学童保育が吸収され（なくなり）、

学童保育を必要としている子どもが実質的に排除されている事実があるからです。

３．また、「放課後子どもプラン」の背景として「2007年度以降、大量退職する教員に活

動の場を提供する狙いもあり」（９月29日付け『讀賣』夕刊）、この「プラン」の人的資

源は退職教員やボランティアでよいという考え方も見られます。

（※その後の政府説明では、「放課後児童クラブの専任指導員は、地域子ども教室推進事

業との兼務はできないと考えている」とも述べています。）

４．こうした、多くの問題を含んだ「プラン」が登場してしまう要因として、１つに、学

童保育について、法制化はされたもののの、施設・指導員・保育内容などについての基準

がないという制度上の不十分さがあります。同時にまた、小学校児童全般の学校放課後の

生活のあり方、学童保育対象児童（留守家庭児童）の生活のあり方双方について、社会的

な合意ができていないことがあります。幸い、埼玉県は全国に先駆けて2004年３月、「県

放課後児童クラブ運営基準」を策定し、学童保育についての基準を明確にしていますが、

政府全体での合意には至っていません。

「放課後子どもプラン問題」は、「全児童対策事業」等との関係で、学童保育の役割と

は何か？指導員の仕事・役割・専門性とは何か？を改めて問いかけています。

この問題を契機に、改めて学童保育と指導員の課題を考えたいと思います。


